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　　組　　番　ふり氏 がな名
1. 次の関数を微分せよ。

（1）y = log5
√
x2 + 1

答．

（2）y = (log x)3

答．

2. 0 < a < bのとき，平均値の定理を用いて次
の式を証明せよ．

1− a
b

< log b
a

< b
a

− 1



3. y = 2x3 − 3x2 − 12x の極値と増減表を求め
てグラフをかけ.

O

y

x

4. ロピタルの定理が使えるかどうか確かめてか
ら極限値を求めよ.

（1） lim
x→0

ex − e−x

x

答．

（2） lim
x→0

log(1 + x)

x

答．


